
http://www.dai-ichi-life-hd.com/about/control/governance/pdf/index_001.pdf
http://www.dai-ichi-life-hd.com/about/control/governance/pdf/index_002.pdf




http://www.dai-ichi-life-hd.com/about/company/executives/index.html#anc
http://www.dai-ichi-life-hd.com/about/control/governance/pdf/governance_002.pdf






http://www.dai-ichi-life-hd.com/about/control/governance/pdf/governance_001.pdf


http://www.dai-ichi-life-hd.com/newsroom/newsrelease/index.html




http://www.dai-ichi-life-hd.com/about/control/in_control/pdf/index_001.pdf












経常収益 経常利益

第一生命グループの地域別の納税額、経常収益、経常利益（主要連結子
会社の合算）
第一生命グループは、財務報告にあたり、準拠すべき法令、企業会計原則、社規など一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に従
い、正確かつ適切に行うとともに、関連する税法に基づいた正確な納税に努めております。

法人税および住民税等

各社※の2015年度個別財務諸表で計上されている数値を合算

※ 第一生命、第一フロンティア生命、ネオファースト生命、プロテクティブ、TAL Dai-ichi Life Australia Pty Ltd、第一生命ベトナム、第一生命情報シ
ステムの7社



情報資産保護に関する方針・規程など
当社では、「グループ内部統制基本方針」のなかで、グループの情報資産保護に関する体制の整備および運営に関する基本的な事項について定め
ています。この基本方針のもと、グループの情報資産保護にあたっての基本的な考え方などの事項を「グループ情報資産保護管理基本方針」で、
また、より具体的な承認・報告体制および管理方法を「グループ情報資産保護管理規程」でそれぞれ定めています。さらに、巧妙化するサイバー
攻撃に対しては「グループサイバーインシデント対応規程」を定めています。

情報資産保護に関する組織体制
当社では、情報資産保護の推進に関する重要事項は、グループコンプライアンス委員会で協議する体制としています。また、情報資産保護をグ
ループ各社に推進する常設組織として、コンプライアンス統括ユニット内に情報資産保護推進グループを設置しています。情報資産保護推進グ
ループは、グループ各社に対して業種・所持する情報の量・質などに応じ必要な指示・支援を行うとともに、各社における適正な情報資産保護管
理の態勢整備・推進を図っています。
これらの体制が有効に機能しているかについて監査ユニットが定期的に内部監査を行い、その結果は取締役会・経営会議に報告されています。

情報資産保護管理の推進
当グループでは、各国の法令等に基づき、個人情報等の漏えい、滅失または毀損の防止が図られるように必要かつ適切な各種安全管理措置を講じ
るなど、情報資産保護管理態勢を整備しています。

個人情報の開示等請求の取扱い
株主さま等からご自身の個人情報の開示などのご依頼があった場合は、請求者がご本人または正当な代理人であることを確認したうえで、迅速か
つ適切に対応します。
なお、個人情報保護法に基づく開示などの請求については、当社およびグループ各社のホームページなどでもご案内しています。

お申出などへの対応
個人情報の取扱いに関してお申出などをいただいた場合は、迅速かつ適切に対応します。

 



反社会的勢力への対応体制
当社では「総務ユニット」を統括所管として、日常の事業運営において、グループ各社の属性を踏まえた関係遮断・被害防止態勢の整備・強化を
推進し、必要に応じて指導・支援を実施するなど、グループとして適切な対応を図っています。
「グループ反社会的勢力対策委員会」を定期的に開催し、グループ会社の状況をモニタリングするほか、グループ各社から反社会的勢力排除に向
けた取組み事項について報告を受けるなど、グループ横断的に対応を行っています。
反社会的勢力との取引が判明した場合には、適時・適切に取締役などへ報告のうえ速やかに関係遮断を図る態勢を構築するとともに、反社会的勢
力との関係遮断の対応状況などについて定期的に取締役会などに報告するなど、経営層が適切に関与する態勢としています。
また、平素より、反社会的勢力との関係遮断・被害防止のため、所轄警察署、暴力追放運動推進センター、弁護士などの外部専門機関との緊密な
連携体制の構築にも努めています。



反社会的勢力との関係遮断・被害防止に関する組織体制



当社では、「グループ内部統制基本方針」および「グループ内部監査基本方針」の中で内部監査に関する基本的な考え方や方針について定めてい
ます。「グループ内部監査基本方針」に基づき、内部監査の基本的事項を明らかにし、グループの内部監査に係わる全ての活動を円滑かつ効果的
に推進するために「グループ内部監査規程」を制定しています。

組織体制
当社では、被監査組織に対し牽制機能が働く独立した組織として監査ユニットを設置し、グループ会社の内部統制態勢の整備および運用状況など
の適切性・有効性を検証し、問題点の発見・指摘に加え、内部管理などについての評価および改善に関する提言などを行うとともに、内部監査結
果を取締役会・経営会議などへ報告しています。

監査等委員会への報告など
当社は、社外取締役が過半数を占める監査等委員会を設置しています。監査ユニットは、監査等委員会の方針、計画、監査の視点を踏まえた内部
監査を実施するとともに、内部監査計画や内部監査結果などについて監査等委員会に報告しています。

方針・規程など
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